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1. はじめに 
色彩デザイン(1)に関する学習は，色見本と測色機を用

いてきたが，学習対象と学習環境が限られてきた。本

発表では，コンピュータ画像処理(2)を用いることにより，

一般の対象と環境で適用できる色彩デザインの学習方

式を提案する。まず，情報システムで重要なWeb の色

彩デザインについて，RGB 形式で指定された色を人間

になじみの深いHSV形式に変換した後，色彩デザイン

の知識に結び付けることにより色彩学習を行う方式に

ついて述べる。さらに，刻々と変化する照明環境にお

いても，Web カメラからの入力画像における色を同定

する方式を述べ，この方式を用いた色抽出による色学

習方式について述べる。コンピュータ画像処理による

色同定結果を知れば，人間が目と脳で意識せずに行っ

ている様々な処理も客観的に明らかになり，色彩心理

や色生成について体得的に学習することができる。最

後にWeb の色彩デザインに関する大学授業の内容につ

いて紹介する。 
 
2. 従来の色彩評価方法 
物体の色彩評価には，色見本と測色機が用いられて

きた。物の色の見え方は，照明により大きく変わるた

め，両者ともに予め定められた標準的な照明のもとで

用いることが必要である。色見本は調査試料と標準光

のもとで人間が色比較して色を同定する。測色機は調

査試料に密着させて外光が入射しない状況で，測色機

内部で発生させた標準光を調査試料に照射して反射光

を測定することにより，調査資料の色を測定する。こ

れらの方法は建材，内装材料，衣料などの色の評価に

実際に用いられてきた。建築や衣服の作成に上記の色

評価作業が組み込まれている。また，この作業を通じ

て色彩について体得的に学んできた。 
 
3. 従来方式の問題点 
しかし，上記 2 節の方法では，測定対象と測定環境

が限られる。色見本による方法では対象試料を評価ブ

ース内の測定位置に配置できることが必要である。ブ

ースに持ち込むことができない大きさで切り取ること

が困難な対象物は色の評価が困難である。測色機によ

る方法では対象物に測色機を密着できることが必要で

ある。対岸の岩など物理的に接近できない対象物は測

色が困難である。このように，色見本や測色機による

測定条件を満たすことが困難な場合が多くある。 
また，人が見ているのは，物体の物理色ではなく，

その環境で観測される物体の反射光である。物体の反

射光と周囲の環境光の色から，物体の物理色を推定し

ている。絵画やグラフィックの制作の際に用いる色は

反射光の色であり物体色ではない。この観点では，観

測情報である反射光の色が基本的で重要であるが，色

見本や測色機による測定では対象にしていない。 
さらに，色彩を適用する対象が建材，内装材料，衣

料に限定された時代から，コンピュータでの表示コン

テンツを含むように拡がった。建造物の色彩もコンピ

ュータでシミュレーションして景観の調和を確認する

ようになった。コンピュータで作成した色彩も，色見

本と測色機による測定では対象にしていない。 
 

4. コンピュータの色彩処理 
コンピュータでは，マルチメディアの代表的な媒体

としてカラー画像を入力して処理して出力する。色彩

の表現方式は，コンピュータでのカラー画像の表示方

法によりR(赤)，G(緑)，B(青)の 3 原色を用いている。

カラー画像の入力では，3原色の光強度を画素ごとに測

定して値を入力する。カラー画像のディスプレイ出力

は，併置加法混色に依っている。外界の色とコンピュ

ータディスプレイの表示色を一致させるためにカラー

マッチング処理技術がある。しかし，画像の入力機器，

出力機器には精度の限界があり，入力機器と出力機器

の組み合わせは膨大であり，外界の色とコンピュータ

の出力色の厳密な一致は困難である。 
 
5. コンピュータを用いた色彩学習の提案 
本稿では，色彩の評価と学習にコンピュータを用い

ることを提案する。コンピュータによる厳密な色再現

は困難であるが，下記1)-4)の理由に依る。 
1)コンピュータによるカラー表示は日常生活の一部

になり違和感が無くなったため，厳密な色表示の一次

近似として色彩学習に用いることが可能である。 
2)日常生活の一部になったコンピュータ表示の色彩

評価やコンピュータを用いたコンテンツ作成のための

色彩学習が必要である。 
3)コンピュータが様々な仕事や作業に用いられてお

り，色彩の評価にも利用することが作業の流れを統合

して仕事を効率化するために良い。 
4)コンピュータに入力した色が同一ならば出力され

る色は厳密に一致する，また，入力色が連続的に変化

するならば出力色も連続的に変化することは，色彩学

習に有用である。 
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コンピュータでは色彩表現にRGB値を用いるが，単

純な場合を除きRGB値では人は色彩を想定できず指定

できない。このため，コンピュータのRGB値を変換し

て得られる人の感覚にあったHSV（色相，彩度，明度）

値を色彩値の提示と人の色彩値の入力に用いるのが適

切である。 
 
6. コンピュータ画像処理を用いた色彩学習 
色彩学習にコンピュータの画像処理を用いると学習

の正確化や迅速化に利点がある。 
第 1 の利点は，色彩を定量的かつ迅速に扱えること

である。様々な色彩を必要に応じて提示できるうえに，

外部から入力された色彩の値を再現可能な処理で求め

られる。複数の色の比較も定量的に行える。人が目で

見て判断するよりも再現性の点で正確である。 
第 2 の利点は，複数の色からなる幾何的パターンの

生成が短時間で可能なので，色彩心理や色彩調和など

の色彩学習を加速できることである。人の視覚では，

単色でも大きさにより色彩の印象が異なる。隣接する

複数色の間には，対比（明度対比，色相対比，彩度対

比，補色対比，縁辺対比）や同化（明度，色相，彩

度）により色彩が元の色とは異なった印象を持つこと

がある。また，ベンハムこまのように動きにより新た

な色彩の知覚を生ずることがある。従来は色彩カード

を切り貼りしたり物理的に動かすことで確認していた

色彩の心理現象をコンピュータで迅速に再現できる。 
第3の利点は，対象物の画像をコンピュータに入力

することにより，対象物の色彩を分析することが可

能になることである。物理的な色彩値を客観的に知

ることにより，心理的な色彩知覚に至る心理効果を

分けて認識できる。自然風景，建造物，絵画，Web
デザインなど様々な対象の物理色と色彩心理効果を

分けて認識することにより，コンテンツを作成する

うえでの色彩の選び方を学習できる。 
第4の利点は，外界の色変化と人の視覚の恒常性に

ついて実験的に学習できることである。Web カメラ

を用いてコンピュータに入力した外界の画像の特定

部分の画素値の経時変化を測定することにより，人

が目で見て感じるよりも変化していることが分かり，

視覚の恒常性の存在を学ぶことができる。対象物が

動く場合も，画像上での色分布の近さによる尺度に

より，対象物の追跡を行うことができ，追跡領域の

色分布を表示することにより，対象物の色変化と視

覚の恒常性を知ることができる。 
筆者らはWebデザインの学習を目的にして，既存

の Web サイトを画像にした後，RGB 値から HSV 値

に変換して，さらに人の感覚に近い PCCS 表色系に変

換した後，指定部分の色の意味と一般的な使い方を検

索して呈示するシステムを試作した(3)。 
 

7. Webサイトの色彩デザイン授業の例 
Web サイトは最も多くの人が作成するメディアコン

テンツであり，Web サイトのデザインは利用者数に大

きな影響を及ぼす要素である。しかしながら，大学の

授業や大部分の書籍では，HTMLやCSSなどの記述言

語やWebサーバへのアップロード方法からなるWebサ
イトの作成方法の学習のみを対象にしている。一方で，

色彩デザインの分野では，Web デザインを１つの応用

分野として紹介するに留まっている。どちらでもコン

ピュータをWeb サイトの色彩学習や色彩デザインに積

極的に活用していない。 
筆者は，Web デザインを対象とした大学での授業の

学習項目を下記のように設計して実施している。 
1)Webサイトの設計・制作（大学1年前期15週） 
1.1)Webサイトの情報設計；要件定義，システム設計 
1.2)Webサイトの作成方法；HTML,CSS,アップロード 
1.3)Webサイトの制作；個人およびチーム制作 

2)色彩デザインとWebデザイン（大学院1年前期7週） 
2.1)色彩デザインの基礎知識；色彩心理，色彩調和 
2.2)Webサイトの色彩デザイン；色彩構成（メインカ

ラー，アソートカラー，アクセントカラー）等(4) 
2.3) 既存のWebサイトのデザイン分析（演習） 
2.4)コンピュータ画像処理を用いた色彩学習；6 節で

説明した内容 
 

8. 考察 
色彩デザインとコンピュータ画像処理は，対象がカ

ラー画像であるという共通点があるにも拘らず，連携

が無かった。心理と工学という分野の違いがあること，

色検出精度が前者で求める水準に後者が至っていない

こと，前者は環境光で不変な物体色を対象とするのに

対して後者は環境光に依存する反射光の色を対象とす

ることが原因であった。本稿は人間が直接見ているの

は反射光であることに着眼して，対象を反射光に共通

化したうえで，後者の精度の範囲で前者での利用を提

案した。 
商品において必要機能が満たされて色彩デザインの

価値の割合が高まっている。一方でコンピュータが普

及してWeb サイトをはじめとして様々なメディアコン

テンツを多くの人が作成するようになった。色彩デザ

インの学習の需要は高まっており，様々な対象に適用

できるコンピュータ画像処理による色彩学習の需要は

高いと考える。 
 

9. おわりに 
コンピュータ画像処理を用いた色彩デザインの評価

と学習を提案した。今後の課題は，さらなる実践と評

価結果をもとにした改善，および画像処理技術のさら

なる活用である。 
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